
新しい図書サービス向上対策

1 電子図書館事業 令和元年11月1日から実施

■ 電子書籍貸出サービス
事業概要 著作権が有効な図書資料をオンラインで提供する。著作権が消滅したものについても、

文字拡大などの機能を加えて提供する。

利用資格 図書館カード登録済の市民
（連携中枢都市圏構想に基づく協定による登録者を除く。）

貸出規定 タイトル数： 1人３冊まで 期間： ２週間以内

蔵書計画 初年度は3,000タイトルを提供する。その後、3～4年で10,000タイトルまで拡大する予
定。別途、サービス開始当初から著作権フリー作品を11,000タイトル提供する。

（参考）

先進事例
（H30）

堺市 大阪市 札幌市 さいたま 浜松市 神戸市

導入時期 H22 H23 H26 H27 H30 H30

コンテンツ数 7,754 5,519 8,408 11,423 1,030 2,275

利 点 課 題

①利便性
常時利用可、来館不要、重要資料の貸出可

②障がい者向けの機能
音声読上げ、文字拡大、文字反転等

③ その他
外国語表示、３‐D表示、書込み、ブックマーク

① コンテンツ不足(7万タイトル程度）
② 割高な書籍代
③新刊の発売遅れ
④ ネット接続中に限り閲覧可能

（ストリーミング方式）
⑤ デバイスの用意

■ デジタル アーカイブ サービス

事業概要 熊本市の行政資料をデジタル化し、電子図書館ＨＰから提供する。容易に資料検索が
できるよう、図書館蔵書と同様にオンライン蔵書目録に対応。

利用資格 誰でも利用可

提供資料 計画書、報告書、統計書、熊本地震関連資料、市政だより、その他
（確定した資料として市ＨＰで公開しているもの）

読書履歴記録簿（Web版） 利用者の希望により、借りた図書の履歴（タイトル、著者名、日付等）を
Web上に記録し保存するもの。

在架予約サービス 図書館のオンライン蔵書目録に読みたい本がある場合、貸出状況や受
取場所に関係なく、予約できるサービス。

雑誌貸出予約サービス 平成29年11月から雑誌（バックナンバー）を貸出しているが、これを予約
できるサービス。

公民館向け団体貸出 公民館図書室の蔵書を充実させるため、300冊、3ヶ月を限度として、本
館の蔵書を貸出すもの。

2 その他の新規サービス 令和元年10月2日から実施

資料４


